
し
む
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
市

民
農
園
の
整
備
や
、
鳥
取
地
域

の
住
民
と
新
市
域
の
農
山
村
集

落
住
民
と
の
交
流
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
農
業
へ
の

理
解
を
深
め
「
農
あ
る
く
ら
し
」

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
19
年
4
月
に
開

校
し
た
「
と
っ
と
り
ふ
る
さ
と

就
農
舎
」
で
は
、
市
内
外
か
ら

新
た
に
農
業
を
め
ざ
す
若
者
を

募
集
し
、
実
践
的
な
研
修
を
通

し
て
新
た
な
農
業
者
を
育
成
す

る
全
国
的
に
も
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在

農
業
の
担
い
手
を
育
成

　

本
市
の
農
地
面
積
は
、
合
併
後

５
１
１
６
㌶
と
な
り
、
稲
作
を
中

心
と
し
て
様
々
な
野
菜
や
果
実
な

ど
の
生
産
が
営
ま
れ
、
市
民
の
食

卓
に
安
心
・
安
全
な
食
材
を
提
供

す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
振
興
と
、
安
定
的
な

生
産
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、

農
業
の
担
い
手
や
新
規
就
農
者

の
育
成
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
が
農
業
に
親

が
あ
り
誇
り
の
も
て
る

　20
万
都
市
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

夢・広域交流観光の展開

・情報先進都市の実現

・環境先進都市の実現

・人材誘致・定住対策の促進

・人権尊重都市の実現

・防災・防犯対策の強化

・子育て・教育先進都市の実現

・地域文化の振興

・新たな農林水産業の振興

・地域に根ざした商工業の振興

・生涯健康都市の実現
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とっとりふるさと就農舎の稲刈り体験（国府）

問い合わせ先　市役所	 第二庁舎農業振興課	 	0857-20-3234

新たな農林水産業の振興
輝く新市域を振り返る

　本市は平成16年11月の市町村合併以降も、特色ある地域づくりの推進と市民サービス
の向上に努めています。それらを合併当初に掲げた「夢があり誇りのもてる20	万都市づく
りビジョン」の11	の項目に沿ってシリーズで紹介します。今回のテーマは「新たな農林水
産業の振興」です。

	 第二庁舎林務水産課	 	0857-20-3235
	 本庁舎中山間地域振興課	 	0857-20-3184



　

ま
た
、
河
原
町
神
馬
で
は
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
き
っ
か

け
で
田
舎
暮
ら
し
を
始
め
た
農

家
な
ど
2
戸
が
、
県
内
で
初
め

て
規
制
緩
和
を
適
用
し
た
農
林

漁
業
体
験
民
宿
「
花
よ
め
修
業
」

「
さ
わ
ち
ん
ち
」
の
営
業
許
可
を

取
得
。
現
在
、
来
春
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
22
年
4
月
に

は
、
県
と
東
部
一
市
四
町
で
「
と

っ
と
り
因
幡
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、

鳥
取
自
動
車
道
の
県
内
全
線
開

通
に
併
せ
、
因
幡
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
、
農
山
漁
村
と
都

市
と
の
交
流
を
推
進
し
活
性
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

※
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
都
市
住

民
が
農
山
漁
村
に
滞
在
し
、
余
暇
を
過
ご

し
な
が
ら
地
域
住
民
と
交
流
す
る
活
動
。

が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

森
林
が
持
つ
機
能
を
発
揮

　

本
市
の
林
野
面
積
は
、
合
併

後
５
万
４
８
７
８
㌶
と
な
り
、

市
域
の
72
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
本
市
に
美
し
い
自

然
と
景
観
を
も
た
ら
し
、
命
の

水
を
育
む
貴
重
な
財
産
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
木
材
価

格
の
低
迷
や
林
業
従
事
者
の
高

齢
化
な
ど
か
ら
林
業
離
れ
が
進

み
、
荒
廃
し
た
森
林
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
市

で
は
、
間
伐
事
業
や
作
業
道
整

備
に
重
点
的
に
助
成
を
行
い
、

森
林
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
林
業
の
担
い
手
育

成
や
作
業
道
な
ど
の
基
盤
整
備

ま
で
に
５
人
が
研
修
を
終
え
、

市
内
各
地
で
就
農
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
を
育
成

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
砂
丘
ら

っ
き
ょ
う
や
二
十
世
紀
梨
に
続

き
、
白
ネ
ギ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
、
地

域
の
特
性
に
合
っ
た
農
産
物
の

生
産
拡
大
を
推
進
し
て
お
り
、

あ
ん
ぽ
柿
や
梨
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

な
ど
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
品
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。                                                                                                                                               

  

合
併
に
よ
り
、
本
市
で
生
産

さ
れ
る
農
産
物
の
種
類
が
豊
富

と
な
り
、
消
費
者
に
対
し
、
安

心
・
安
全
な
鳥
取
市
産
農
産
物

を
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
鳥

取
市
産
農
産
物
の
知
名
度
を
向

上
さ
せ
、
他
地
域
と
の
差
別
化

を
推
進
し
、
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
や
水
源
か
ん
養
な
ど
、
森
林

が
持
っ
て
い
る
公
益
的
機
能
が

発
揮
さ
れ
、
さ
ら
に
、
間
伐
さ

れ
た
木
材
が
利
用
さ
れ
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
削
減
に
貢
献
す
る

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

豊
か
な
海
づ
く
り

　

本
市
で
は
、
水
産
業
の
基
盤

で
あ
る
漁
港
（
岩
戸
、
酒
津
、

船
磯
、
夏
泊
、
青
谷
、
長
和
瀬

漁
港
の
６
漁
港
）
の
整
備
に
努

め
る
と
と
も
に
、
漁
業
の
担
い

手
育
成
、
漁
港
内
に
お
け
る
栽

培
漁
業
の
振
興
、
沿
岸
漁
業
者

の
漁
船
改
修
な
ど
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

地
元
漁
業
集
落
の
活
性
化
や
市

民
へ
の
安
全
・
安
心
な
水
産
物

の
供
給
の
ほ
か
、
観
光
な
ど
関
連

産
業
へ
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
施
策
を
継

続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
豊
か

な
海
づ
く
り
の
た
め
の
植
林
な

ど
、
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す

る
取
り
組
み
や
か
に
フ
ェ
ス
タ

な
ど
を
実
施
し
、
漁
港
・
漁
村

の
も
つ
多
面
的
な
機
能
を
発
揮

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
で
農
山
漁
村
を
活
性
化

　

本
市
で
は
、
平
成
18
年
６
月

に
「
鳥
取
市
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
連
絡
会
」
を
設
立
し
、現
在
、

10
地
域
９
団
体
で
グ

※

リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

佐
治
町
で
は
、「
五
し
の
里
さ

じ
地
域
協
議
会
」
の
23
戸
の
会

員
農
家
が
、
国
内
外
か
ら
の
交

流
体
験
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

神馬地区の棚田（河原）

シシボタンの会のしし鍋（鹿野）

らっきょうの根切り体験（福部）

ビワの袋掛け体験（青谷）

豊かな海づくりの植林（鹿野）

ワカメ株主による収穫祭（気高）

川遊び体験（佐治）

かぶら寿司（用瀬）
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